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論文審査の要旨 

 

内耳平衡器官の一つである耳石器の障害による転倒リスクの増加は、加齢に伴う重

大な問題である。本研究ではマウスを用いて加齢と耳石器の形態や機能の変化について

関連を明らかにすることを目的とした。 

マイクロ CT を用いた解析から、老齢マウスの耳石器密度は若齢マウスに比べて有意

に減少していることが明らかとなった。耳石器には水平方向の感知に関わる卵形嚢と垂

直方向の感知に関わる球形嚢があるが、このうち卵形嚢の striola 付近の構造変化が顕著

に起きていることがわかった。また、耳石器の機能を調べるため前庭動眼反射実験を行

ったところ、老齢マウスの眼球運動の振幅が若齢マウスに比べて有意に低下することを

見出した。これらのことから、マウスにおいて加齢に伴い耳石器の形態と機能が低下す

ることが明らかとなった。 

公聴会では今回マウスで得られた知見とヒトとの比較、卵形嚢が特に加齢変化を受

けやすい理由、さらには前庭動眼反射実験手技の妥当性などについて質問があったが、

いずれも過去の文献等も挙げつつ適切で明確な回答があった。 

 

以上の結果から、主論文は博士課程の学位論文としてふさわしいものであり、申請者

は博士の学位を授与するのに十分なレベルに達していると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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